
౰社は、岩手の఻౷工ܳ品である南部鉄ثの製造、販
売を行ͬている。製品は南部鉄といΘれる工ܳ鉄ثを中
心としたもので、鉄ළやٸਢ、ごはΜುやすきমು等の
調理ث۩、෩ླ、߳立、߳࿍等の小物まで෯広く生産し
ている。
౰社では఻౷的なจ様を施した鉄ث、鉄ث内໘をϗー
ロー加工した製品、これまでにはなかͬたカラー製品な
ど、受けܧがれてきた఻౷をܧঝし、ক来にΘたりܧଓ
される製品や現代のライフスタイルに合Θせた様々な製
品を提案している。製品の約 �5ˋを飯Ԭ工場で製造し、
そのଞは本社工場（੝Ԭ市南ઋ๺）で製造している。
ۙ年、「鉄ළブーム」とݴΘれるように、南部鉄ثは国内
外から注目を集めている。特にԤ米ॾ国ではٸਢ、アジ
アॾ国では中՚ು等の調理ث۩などが人ؾであり、現在、
製品ຖに 5ʙ 15ˋの増産要੥を受けているঢ়گである。
この増産要੥に、౰社が保有する設備では応͑ること
ができないため、本補助事業を活用して、ै来の鋳型造
形機にൺ΂、าཹまりのྑい「水平型鋳型造型機」を新
たに導入し生産量、収益性の向上を目指すこととした。

南部鉄ثは鋳造品である。鋳造とは、࠭をಥきݻめて
作ͬた鋳型に溶౬（コークスを೤源として溶かしたય鉄）
をྲྀしࠐみ、所定の形の鋳物をつくる技術である。౰社
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成果
生産量と歩留まりの向上が確認さ
れた。またそれと連動し、エネル
ギー消費量や環境負荷低減にも効
果が見られた。平成 28 年４月よ
り生産転用している。

経緯
主に海外からの南部鉄器の需要増加
に応えるため、生産効率に優れ、歩
留まりの向上が見込まれる水平型鋳
型造型機を導入し、生産力の向上を
目指した。

実施内容
歩留まりに優れた水平型鋳型造型機
と、それに付随する製造ラインを新た
に導入。製造試験を行い、導入した水
平型鋳型造型機に適した製品の選定を
行った。
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現代のライフスタイルに合わせた様々な製品を提案している。

本事業で新たに導入した水平型鋳型造型機。１時間で50型を
製造できる。

では、この鋳型の作り方として、自動機械により鋳型を
作るਨ直型鋳型造型（立体形の鋳型のなかで鋳造品がਨ
直に形づくられる）と手ࠐめとݺばれる、人手により鋳
型を作る生型（立体形の鋳型のなかで鋳造品が水平に形
づくられる）の 2つの方法をとͬていた。
ਨ直型の鋳型による鋳造は、鋳型上部の౬口（溶౬の
注͗口）から溶౬を注͗ࠐみ、この溶౬が౬道（溶鉄の
通り道）を通り、鋳型内にਨ直に形づくられた製品（鋳
物品）のԼଆから鋳型内の製品空ؒにある空ؾを上部に
向かͬて押し上げる形で溶౬を満たしていく方法である。
一方水平型の鋳造は、鋳型内に水平に形づくられた製
品（鋳物品）の࿬の上部にある౬口から溶౬が製品空ؒ
を満たしていくものであり、ෆ要な部分となる౬口から
製品までのڑ཭（౬道）が短いため、溶౬が少なくて済
Ή方法である。ਨ直型は水平型にൺ΂、ෆ要となる౬道
が長いため、ݪ料の౤入量に対して実際にಘられる製品
（鋳物品）の収量割合は低くなり、าཹまりがѱいという
໰୊点があͬた。しかし、これまでの水平型の鋳型製作
は人手によるものであͬたことから、量産型の自動機で
あるਨ直型鋳型造型機の製作ݸ਺とൺ΂製作量でྼͬて
いた。そのため本事業により、量産Մ能な水平型鋳型造
型機を導入し、増産要੥されている製品に対応しながら、
製品のาཹまりの向上を図ることとした。
水平型鋳型造型機の導入にあたり、これに付ਵする鋳
型製造ラインは、造形機を設置する工場内のスϖースを
考ྀしながら自社で設置することとし、鋳型製造及び溶
౬の注͗ࠐみから冷٫までを同ラインで行͑るよう整備

した。
その後、設置された水平型鋳型造型機では、༌出品と
して増産要੥の多い鉄ثのٸਢなど量産物を༏ઌし、生
産することとした。

ै来の手ࠐめによる鋳型の製作では、1日౰たり 70ʙ�
80 型（ݸ）程度なのに対し、水平型鋳型造型機の場合は、
でؒ࣌１ 50型（ݸ）を作ることがՄ能となり、鋳型製作
਺量に大෯な向上がみられたとともに、ਨ直型鋳型造型
機にൺ΂、ઌにड़΂たとおり౬道が短いため、溶౬のଛ
ࣦを少なくすることができ、ય鉄の૯溶解量に対して約
3ˋのาཹまりの向上が図られた。また、今後のݟ通しで
は製品の月あたり生産਺で1,500ݸの増産がՄ能となり、
年ؒ売り上げֹで 2,000 ʙ 3,000 ສ円の増収がࠐݟまれ
ることとなͬている。
また、ਨ直型にൺ΂、溶解するય鉄が少なくて済Ήこ
とから、෭資材であるコークスの使用量を཈͑ることが
でき、エωルΪーফඅや環境へのෛՙ低ݮもՄ能となͬ
た。
水平型鋳型製造機の特性は、鋳型となる࠭に大きなѹ
力がۉ一にかかることから、࠭の充ర密度がೱくなるた
め、製品のද໘が目のࡉかい美しい࢓上がりになること
も確ೝされている。さらに、この水平型鋳型造形機のૢ
作は、経験にࠨӈされるといΘれる造形技術にӨڹを༩
͑ることが少ないため、経験がઙい人һでもこの水平型

造形機のૢ作が୲౰Մ能であることから、工場内人һの
製造工程への効率的な配置がՄ能となることも期଴され
ている。
平成 28 年 4月からは、手ࠐめによる水平型鋳型製作
とฒ行し、水平型鋳型造型機による本格的な生産が࢝まͬ
ている。

本補助事業により水平型鋳型造型機を導入し、製品の
าཹまりの改善に目ॲがついたことは、生産量向上にと
もなうڝ૪力の強化、エωルΪーফඅ量低ݮによる収益
性の向上及び企業として取り組Ή΂き環境ෛՙ削ݮの実
現へと۩体的なୈ一าを౿み出すことができた。
今後は、製品ຖの鋳物࠭の量、これをݻめるѹ力஋の
調整など鋳型造型のデータ作成に取り組み、水平型鋳型
造型機で製造する製品アイテムを増加していくことが目
ඪであり、౰社が製造する全製品の約 15ʙ 20ˋを水平
型鋳型造型機で製造することをࠐݟΜでいる。これによ
り増産要੥、納期短縮の՝୊を解ܾに導き、特にԤ米や
アジアॾ国へ༌出する南部鉄ثの供給ෆ଍解ফへとつな
げていきたい。また、需要の多い製品を༏ઌして水平型
鋳型造型機による鋳型製造にҠ行し、これにより生͡る
人的༨力をଞ工程に配置するなど工場全体の作業効率の
アップを図ͬていきたい。

岩鋳飯岡工場生産管理部部長の吉田和俊さん。

複雑な形状の製品については、人の手
により水平型が作られる。
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垂直の鋳型

湯口から製品
までの距離が
長い。

経路が長い
ため多くの
溶鉄を必要
とする。

৽޻๏
水平の鋳型

湯口から製品までの距離が短い。

経路が短いため少ない溶鉄で済む。
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